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１．研究計画の概要 
本研究課題は､二種類の社会政策とその根底
にある規範理論との関係を体系的に研究し
解明することを目的としている。一般的な福
祉・福利厚生政策は社会的正義の理論のうえ
に構築されている一方で、文化多元主義政策、
文化的理論､少数派の権利などによっても支
えられている。 
その根底にある仮説は、一般的に社会的正

義と文化多元主義の対立を個人の権利とグ
ループの権利の対立として捉えるものであ
り、この論理には欠陥がある。 
 非常にしばしば社会的正義や文化多元主
義の問題が表れる、政治的な戦略や目的とい
ったものをもっと考慮したアプローチ方法
をとるべきであり、社会的正義と文化多元主
義のどちらが戦略的な配慮を元に、それらの
政治的戦略を決定していくのかということ
は、未解決の問題であり、本研究で中心とな
る課題である。 
このことと関連して、なぜこの論議がごく

最近に限られて起こってきているのかとい
うことを考える必要がある。文化多元主義が
政治や理論の中で中心を占めることとなっ
たのはここ約４０年の間であるのに対し、社
会的正義は少なくとも第一次世界大戦後に
は政治の議論の中心にあった。 
 
２．研究の進捗状況 
当初の計画ではフィールドワークと理論

計画を同程度の割合で進行させる予定であ
ったが、現時点では全体として理論的側面か
らの研究のほうが進展している状況であり、
この側面からの成果については最終的に発
行予定の書籍にも多く盛り込まれる予定で

ある。 
平成２１年度には社会的正義と文化多元
主義を主題とした比較的大規模な国際カン
ファレンス『絆と境目：正義と文化に関する
新しいパースペクティブ』を開催した。平成
２２年度はその成果をまとめ書籍として発
行することための準備が主な作業となる。 
 カンファレンスの参加者からは、成果とし
ての書籍の発行にあたり、単なる講演集では
なく、講演の論文をさらに成果を発展させた
論文を寄稿してもらえることとなり、準備が
進んでいる。具体的には２０１０年７月まで
にテキストのリライトが完了し、更にその文
章を参加者間で相互に読み合わせを行った
うえで、１２月には最終的な原稿を完成させ
る予定である。 
 同時に、まだ解決すべき基礎的な再検討課
題についても、何らかのガイドラインを示せ
るよう作業を進める。 
最終成果は一貫して論理的でかつオリジ
ナリティのある論文となり、この４年間の研
究成果を示せるようなものとなるはずであ
る。 
また、本研究プロジェクトのメンバーは、
これまでの研究や論文についても再検討を
行い、日本語と英語両方で書籍として刊行す
る計画である。 
このように、本プロジェクトはこれまでの
成果を集約し出版するという最終段階にあ
るといえる。 
  
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由） 
研究分担者の一人が私的理由のために研究



資格を失い、研究組織から外れたこと、また、
分担者である立命館大学の後藤玲子教授が
事故のため約半年近く休職せざるをえなか
ったこと、さらに分担者の立命館大学西川長
夫教授が定年退職となり常勤の研究者では
なくなったことなどから当初の予定通りす
べての研究計画を進めることができている
とは言い難い状況である。このような状況で
はあるが、何とか当初予定していた大規模な
国際カンファレンスは無事開催することが
できた。21 年度に発行する予定であった書籍
「 文 化 多 元 主 義 と 社 会 的 正 義
(Multiculturalism and Social Justice)」
については 22 年度の発行にずれ込むことと
なったが、本書籍には研究組織のメンバーの
過去の論文の寄稿に加えて、若手研究者の論
文も含まれている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
上記のような状況ではあるが、平成２２年度
には主要な成果をまとめた３冊の書籍の刊
行を予定しており、当初予定していた研究目
的と成果を研究期間内に達成することは可
能だと思われる。先にも述べたように国際カ
ンファレンスの成果をまとめた重要や書籍
の刊行作業を進めており、これにより正義／
社会政策に影響を及ぼしているさまざまな
理論の複雑な関係を解明することに貢献で
きると考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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